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令和６年度 第３回大津市環境人育成推進懇話会 議事録 

1 日時 令和 7 年 3 月７日（金） １８：３０～２０：００ 

2 場所 大津市役所 別館１階 大会議室 

3 出席者 

構成員 ７名                  ※敬称略 

びわこ成蹊スポーツ大学        中野 友博 

オーパルオプテックス株式会社     山脇 秀錬 

ＮＰＯ法人おおつ環境フォーラム    長崎 雄二 

滋賀県シェアリングネイチャー協会   辻田 良雄 

カワセミ自然の会            橋詰 幸喜 

幼稚園環境部会            山本 美徳 

大津こども環境探偵団エコリーダー   中谷 祐士 

4 欠席者 
構成員 １名               ※敬称略 

滋賀県小学校教育研究会 環境教育部会 石戸 勇雄 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 環境政策課長挨拶 

・事業の推進のため専門的な知識、経験をお持ちの皆様から忌憚のない御意見をお伺いしたい。 

 

 

３ 座長挨拶 

・「大津環境人を育む行動計画」では、環境人の育成のため、環境学習に関することが書かれ

ている。そのような取組の効果的な推進を図るために、この懇話会が設置されている。 

・今年度最後の懇話会である。大津市で環境人を育成するために、また環境学習をより良いも

のにするために皆様から忌憚のない御意見をお願いしたい。 

 

 

４ 議題 

（１）環境学習関連事業の報告等について 

・「令和６年度指導者研修会（実践編） 結果」、「指導者研修会年度末アンケート」のとおり

事務局より説明 

 

【構成員からの御意見・御質問】 

・子ども達は日常的に園庭の自然に触れているが、指導として葉の形や色を見ることは大き

な意味があると感じる。 

・上田上幼稚園は積極的に自然体験活動をされており、地域の方の協力もすごく大きい。 
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→地域の方が上田上の環境を知り、体験することはいきていく力なるだろうと協力して下さ

っている。 

・クラフトの根っこは何の根っこであるか。 

→地域の方が持ってきてくださったオクラ、シソ等の根を使用している。 

・他の園でも協力して下さる地域の方がいらっしゃる。近隣の園だけでなく他の園にも協力

して下さるのではないかと思うので、そういう方と何かできると良いと思う。 

・アンケートにもあるが公共交通機関で行けるようにどうにかできないか。 

→今できる範囲では職員が送迎することである。今後広げていくとなれば予算等が我々の課

題になる。 

 

 

（２）来年度の体制について 

事務局より説明 

 

 

（３）その他  

・資料「中核市の市民参加型環境学習事業実施状況について」、「第３５期大津こども環境探

偵団探偵記録」について事務局より説明 

 

【構成員からの御意見・御質問】 

・今年実施した大津こども環境探偵団について課題はあるか。 

→指導する大人の減少と、子どもの低学年化である。それに伴い、来年度の募集は小学３～６

年生に絞り、募集人数も４０人に変更した。加えて、夏の活動が厳しいため、年３回の活動

を予定している。 

・大学と連携は取ることはできるのか。 

→今年度の活動から滋賀大学教育学部の学生に参加していただいた。来年度は企画を一緒に

できないか提案をしたいと思う。 

・環びわ湖大学・地域コンソーシアムが行政と一緒になって地域の課題を解決しようと取り組

んでいるので、環境学習関係で協力してみてはどうか。 

→近年、各所との繋がりが軽薄化しているため色々なところからアプローチするのもよいと

考えている。 

・全ての活動についてではないが探偵団活動を小学生が体験する「うみのこ」等の事前学習、

事後学習のような形で取り組むのも良いと思う。 

・資料「中核市の市民参加型環境学習事業実施状況について」であるが同じ中核市で比較する

のも１つの考え方であるが、県内の事例で考えていただきたい。 
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５ 閉会 

・お忙しい中、本懇話会にご出席賜り、感謝申し上げる。 

・本日頂いた貴重な御意見は本市の事業に生かしていく。 

 


